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年度末報告書（実⾏団体） 
 

● 提 出 ⽇ ： ２０２３年 ４⽉ １０⽇ 
● 事 業 名 ： 病気や障がいがあってもいのち輝く社会へ〜福岡におけるこどもホスピス＆ハウスの創造とケア共同社会の醸成〜 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈原⽥積善会 
● 実 ⾏ 団 体  ： 福岡⼦どもホスピス＆ファミリーハウス コンソーシアム 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時
期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

重い病気の⼦ど
もと家族からの
相談 

相談件数 10 件／⽉ 2024 年 
3 ⽉ 

2022 年 4 ⽉以降、のべ３７件の相談⽀援を実施した。 
前期から継続的にフォローしているのは全相談のうち７９％、２
１％が新規の相談。 
相談は、医師からの連携、病院の相談員からの連携、患者会から
の連携、啓発活動を通して繋がった福祉施設からの連携など。 
 
また、12 ⽉ 11 ⽇、3 ⽉ 19 ⽇にグリーフの会を開催した。 
12 ⽉ 11 ⽇：２年ぶりの対⾯開催。 
参加者は九州在住の３名（スタッフ４名） 
同じ境遇の⽅での会話は安⼼感を⽣み⼼穏やかになったり気持
ちが軽くなるなどの感想。 

２ 
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対⾯での開催は、100%の参加者が「⼤変よかった」と回答。 
3 ⽉ 19 ⽇：オンライン開催。 
参加者は九州内外の 5 名（スタッフ３名） 
参加者での会話から、共感や⾃⾝の⼼の整理などができたなどの
感想。 
オンラインの距離感が⼼地よいと思われる参加者もあり、100%
の参加者が「参加しやすかった」と回答。 

相談実施要領 共有され た
相 談 実 施⼿
順 

相談受付から相談
記録に⾄る⼿順が
整理され、継続的
に相談事業の運営
が改善されている 

2024 年 
3 ⽉ 

グリーフの会実施要領、および相談事業実施要領に基づき活動
中。相談対応の状況を独⾃システムに蓄積中 
実施の流れは「添付資料１」参照。 
 

２ 

⼦どもホスピス
＆ハウス・⼩児緩
和ケアの講演会・
チャリティイベ
ント 

講演会・チャ
リティイベ
ン ト の 開 催
回数 

講演会・チャリテ
ィイベントを年２
回開催。 

2024 年 
3 ⽉ 

レモネードスタンドによる啓発活動を 10 回実施。 
2022 年 10 ⽉以降、レモネードスタンドでの寄附⾦額は報告期間
の総額で 824,641円。 

２ 
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ボランティア・プ
ロボノによる活
動 

ボラ ンティ
ア・プロボノ
を 対象と し
た企画の 回
数 

講演会・チャリテ
ィイベント前にボ
ランティア・プロ
ボノ向け研修を開
催。 
講演会・チャリテ
ィイベント時にボ
ランティア・プロ
ボノによる活動。 

2024 年 
3 ⽉ 

ホームページを通してボランティアの申し⼊れがあっている。 
その際、ボランティアの前に当コンソーシアムの活動内容を個別
に説明している。また、グリーフの会開催前にプロボノを対象に
グリーフに関する研修を開催している。 

２ 

ボランティア、プ
ロボノ（医療に限
らず）登録者 

ボラ ンティ
ア登録者数 
プ ロボノ登
録者数 

登録ボランティア
100 名以上 
登録プロボノ 20 名
以上 

2024 年 
3 ⽉ 

コロナ禍につき積極的ボランティア募集は実施していないが、
2022 年 10 ⽉以降に 12 名のボランティアを登録。 
新規のプロボノは４名。 
ボランティアは主にレモネードスタンド活動を⽀援。プロボノは
看護師３名、イベント企画１名であり、看護師はグリーフの会を
⽀援、イベント企画はチャリティコンサートの企画などを⽀援。 

２ 

パーソナルケア
の実施 

ニーズに応
じ た ⽀ 援 体
制 

ニーズに応じたパ
ーソナルケアが実
施されている。 

2024 年 
3 ⽉ 

夢を叶える活動を１件実施した。概要は以下。 
 
降雪地域への修学旅⾏の移動介助。 
患児の⾝体が治療後の⼈⼝⾻で普通の⼈よりも⾻折しやすい状
況にあること、普段使⽤している松葉杖も雪の中では使えず、さ
らに現地がバリアフリーではなく、根雪の状態で、当⽇の降雪量
や路⾯等、⾃然環境が読めない中での⾞いす等の介助。 

２ 
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本来なら、お⺟様が付き添いたいところを付き添えない状況のた
め、その代理として当法⼈のスタッフ（看護職）が、患児の希望
を叶えるために、介助者として付き添った。 

地域社会の参加 写真展の来
場者と、⼦ど
も ホ ス ピ ス
＆ ハ ウ ス の
理解度 

写真展来場者 数
100 名以上 
地域住⺠の理解度
（５段階評価４以
上） 

2024 年 
3 ⽉ 

福岡県内のライオンズクラブにて「福岡⼦どもホスピスプロジェ
クトサポーターズ」が結成されるなど、地域の理解度は向上して
いる。 
サポーターズの主な活動は、⼦どもホスピス建設および運営資⾦
獲得のための募⾦箱の設置や古紙回収ボックスの設置推進など。 

２ 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
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③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1. メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
   2022 年 11 ⽉ 29 ⽇ FBS福岡放送 めんたいワイド 難病と闘う娘に“世界でたったひとつの靴”⺟親が込めた思い 
   2022 年 12 ⽉ 15 ⽇ NHK ロクイチ福岡 闘病中の⼦どもたちに靴のプレゼント 
   2023 年 2 ⽉ 1 ⽇ NHK NEWS WEB  https://fb.watch/ipi_1FSsyk/ 
   2023 年 2 ⽉ 13 ⽇ RKBラジオ番組「Toi toi toi」福岡⼦どもホスピスプロジェクト紹介 

 
2.広報制作物等 

  第１０回空にかかるはしご〜グリーフの会〜チラシ（「添付資料２」を参照） 
 第１１回空にかかるはしご〜グリーフの会〜チラシ（「添付資料３」を参照） 
 
3.報告書等 
 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
  2022 年 12 ⽉ 11 ⽇ 第 10 回空にかかるはしご〜グリーフの会〜 
  2023 年 3 ⽉ 19 ⽇  第 11 回空にかかるはしご〜グリーフの会〜 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【レモネードスタンド】 【グリーフの会】 

【パーソナルケア】 
(修学旅⾏つきそい） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
☐はい  þいいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由：規程類の変更なし 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
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þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 
 


